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Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
女
性
委
員
会
・
幹

事
・
地
協
代
表
者
学
習
会
を
開
催 

 

１
１
月
１
３
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年

女
性
委
員
会
・
幹
事
・
地
協
代
表
者
学

習
会
を
都
内
で
開
催
し
、
貨
物
鉄
産

労
か
ら
は
鈴
木
青
年
部
長
が
出
席
し

ま
し
た
。
尚
、
当
会
議
は
現
地
及
び
リ

モ
ー
ト
形
式
で
行
い
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
防
止
に
努
め
て
開
催
し

ま
し
た
。 

学
習
会
を
代
表
と
し
て
挨
拶
に
立

っ
た
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
女
性
委
員
会
鶴

石
議
長
か
ら
は
、「
日
頃
か
ら
の
活
動

に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
、
大
変
負
担
の
あ
る
活
動

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
出
来

る
事
を
継
続
し
仲
間
づ
く
り
の
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り
中
村

部
長
・
今
井
部
長
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
代
表
し
て
今
井
部
長
よ
り
「
署
名

活
動
の
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

全
体
で
約
１
８
～
１
９
万
人
の
署
名

が
集
ま
っ
た
。
今
後
、
関
係
省
庁
へ
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
Ｊ
Ｒ

各
社
は
厳
し
い
状
況
下
で
あ
る
が
、

若
い
力
を
結
集
し
て
活
動
を
盛
り
上

げ
て
行
っ
て
欲
し
い
」
と
激
励
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
各
地
方
協
議
会
の
活
動

経
過
や
来
年
度
の
活
動
方
計
画
が
報

告
さ
れ
、
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
の
開
催
方

法
、
コ
ロ
ナ
禍
の
組
合
活
動
に
つ
い

て
議
論
を
し
ま
し
た
。 

 

JR貨物中間決算 

（ホームページ引用） 



 

 

 

 

 

  

  

  

 

  

  

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退
職
の
応
募
な
ど
が
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
グ
ル

ー
プ
と
し
て
も
、
協
議
・
協
定
締
結

を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
２
０
２
１
春
闘
取
り
組

み
・
第
１
８
回
分
科
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
開
催
・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
組

合
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て
議
論

を
し
ま
し
た
。 

  ｢

Ｊ
Ｒ
産
業
に
関
わ
る
緊
急
政

策
課
題
の
解
決
を
求
め
る
署

名｣

に
つ
い
て 

多
く
の
組
合
員
か
ら
ご
理

解
ご
協
力
を
頂
き
、
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

貨
物
鉄
産
労
物
品
販
売
の
取

り
組
み
に
つ
い
て 
 

本
年
も
物
品
販
売
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。
年
末
に
向
け
て
何
か

と
お
忙
し
い
と
こ
ろ
大
変
恐
縮
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
の
品
物
は
、
貨
物
鉄
産
労
Ｏ

Ｂ
小
川
さ
ん
（
元
東
北
地
区
本
部
）

の
全
面
協
力
を
得
て
、
秋
田
産
サ
ン

ふ
じ
リ
ン
ゴ
と
し
ま
す
。 

各
地
区

本
部
に
配
布
し
た
注
文
書
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

・
受
付
期
間 

２
０
２
０
年
１
１
月
２
５
日
（
水
）

か
ら
１
２
月
２
３
日
（
水
）
ま
で 

 

・
発
送
期
間 

２
０
２
０
年
１
２
月
１
５
日
（
火
）

か
ら
１
２
月
２
９
日
（
火
）
ま
で 

 

・
価 

 

格 

１
箱 

４
３
０
０
円 

（
税
・
送
料
込
み
） 

 

・
質
問
事
項
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
本
部
（
大
杉
・
辻
村
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。 

 

第
二
部
と
し
て
、
電
力
総
連
の
青

年
委
員
会
と
意
見
交
換
会
を
行
い
、

電
力
総
連
の
末
竹
組
織
局
長
か
ら

は
、「
産
別
交
流
に
よ
り
、
お
互
い
を

知
り
、
組
織
力
を
活
か
し
て
深
い
交

流
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら

れ
、
各
組
織
の
紹
介
を
行
っ
た
後
、

５
人
程
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
青
年
部
活

動
に
つ
い
て
」
「
男
女
平
等
参
画
」

「
組
合
活
動
を
し
て
い
く
上
で
の

悩
み
」
等
を
話
し
あ
い
ま
し
た
。 

電
気
関
係
に
お
い
て
は
工
務
や

技
術
系
統
な
ど
で
共
有
で
き
る
こ

と
が
あ
り
、
同
世
代
同
士
の
貴
重
な

交
流
と
な
り
、
大
変
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
回
の
学
習
会
を
終
え
、
「
他
の

組
織
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強

す
る
こ
と
が
出
来
た
、
こ
れ
で
終
わ

る
の
で
は
な
く
、
第
２
回
、
第
３
回

と
開
催
で
き
る
こ
と
を
望
み
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会 

第
１
回
エ
リ
ア
連
合
代
表
者
会

議
開
催 

 

１
１
月
１
１
日
、
Ｊ
Ｒ
九
州
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小
倉
会
議
室
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
を
講
じ
た
う
え
で
、
第
１
回
エ

リ
ア
連
合
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
Ｊ

Ｒ
貨
物
連
合
か
ら
は
小
山
事
務
局
次

長
が
出
席
を
し
ま
し
た
。
経
過
報
告
で

は
死
亡
労
災
・
重
大
労
災
の
発
生
状
況

に
つ
い
て
、
丸
大
本
線
豊
後
三
芳
・
豊

後
中
川
間
で
の
墜
落
事
故
や
除
草
作

業
中
に
蜂
に
刺
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

死
亡
労
災
が
報
告
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
も
構
内
除
草
作
業

は
頻
繁
に
行
わ
れ
、
蜂
に
刺
さ
れ
た
労

災
も
起
き
て
お
り
、
蜂
に
刺
さ
れ
た
場

合
の
正
し
い
対
応
（
病
院
に
診
察
等
）

及
び
ポ
イ
ズ
ン
リ
ム
ー
バ
ー
等
の
常

備
が
必
要
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
各
Ｊ
Ｒ
の
第
２
四
半
期
決

算
業
績
と
通
期
業
績
予
想
の
報
告
で

は
、
Ｊ
Ｒ
が
発
足
以
来
最
大
の
経
営
危

機
で
あ
り
、
先
行
き
が
全
く
見
え
な
い

状
況
に
あ
る
中
、｢

新
し
い
生
活
様
式｣

の
定
着
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
の
減

少
が
予
測
さ
れ
、
安
定
的
に
利
益
を
確

保
で
き
る
収
支
構
造
へ
の
改
革
が
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
固
定
費

の
削
減
は
必
須
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
産
業
へ
の
将
来
不
安
や
賃
金
を
は

じ
め
と
し
た
労
働
条
件
の
格
差
な
ど

で
、
Ｊ
Ｒ
各
社
・
グ
ル
ー
プ
会
社
で
の

離
職
が
増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
一

部
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
は
、
現
在
に
お 

い
て
も
一
時
帰
休
が
成
さ
れ
、
他
会
社

へ
の
出
向
や
副
業
の
許
可
、
希
望 

 

 


